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Abstract

 This paper describes the  ethics  on  the scientific  conduct,  consisting  of  five parts. First is

the  appeal  addressed  by the Science Council of Japan, focusing on  the code  of conduct

which  consists  of  twelve  items. Second is one  of  the  examples  of  academic  societiesr

principles of  ethics  and  the code  of  conduct  by the City Planning  Institute of Japan. Third

is on  the eleven  scienticif  misconducts,  three  major  of  which  are  labrication, falsification

and  plagiarism.  The  iargest misconduct  among  academic  societies  in Japan  is to

contribute  an  articie to more  than  one  academic  society.  Forth are  on  the  reference  rules

and  fifth is on  the contribution  rules  of  academic  societies. Finally, this paper concludes

that basjc sense  of  value  which  scientists  are  sharing  consists  of  four items such  as

honesty, accuracy,  efficiency  and  objectivity.
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1，は じめに 2．日本学術会議 の声明

　
「
科 学者性善説 」 と い う言葉が あ る 。 科学者は

自分 の 研究行動 に お い て 決 して 「嘘 」 をっ か ない

とい う こ とを前提 と して 、科学界は 自由闊達 な空

気、学問の 自由を保障す る開か れ た社会 と
一

般 に

認知 され て い る （村松、2007 ）。 しか しなが ら、

科学 に は研究者が意図的で な い
「間違 い 」 や 「 ミ

ス 」 は つ き もの で あ る の で 、研究発表 は 、「間違

い 」 や 「
ミス 」 が あるか も知れな い 研究成果 を精

査す る機会 とな っ て い る 。 こ れが 意 図的で あれ ば、

精査 を して も不正 を見 つ け 出す こ とは 困 難で あ

る。 こ の ような不正 の 背景に は、短期間で の研 究

成果が 要求 され る こ とが あげられ る 。

　こ の よ うな科学者の 不 正 は 、洋の 東西を問わ ず

見 られ る現象で あ り、特 に 自然科学 に お ける研 究

の 最 高峰 と して 認 め られ る ノーベ ル 賞の 受賞に お

い て 、近年、話題 に な っ た もの と して 、ノ
ーベ ル

物理学賞に 一番近 い と言 われた ベ ル 研究所の 高温

超伝導 の 研 究 （こ れ に っ い て は、村松 （2007 ）

が紹介）、ノ
ーベ ル 医学 ・生理 学賞受賞 に 向けて

韓国が
一

丸 とな っ て 支援 した ES 細胞の 研究が あ

げられ る 。 最近の 日本で は 、 東北大学の 助教に よ

る論文引 き写 し （朝 日新聞、2008 ．Il．3）な どが

ある 。

　そ こ で
、 本論で は 、こ の よ うな不正行為 へ の 対

応 な ど研究者 が学術活動 を続 け て い く上 で の 日本

学術会議の 行動規範を紹介 し、すで に 倫理綱領 ・

行動規 範を制定 して い る学会の 中で 筆者が そ の 制

定 に 関わ っ た （社）日本都市計画学会の 事例 を紹

介す る。そ して 、具体的 な不正 行為に つ い て 概観

し、特に 、引用の 問題 に っ い て触れ 、それ らを学

会は投稿規定の 中で どの ように排除 しようと して

い る の か を見 て い く こ とを内容 と して い る 。

　な お 、 本論 は 、2008 年 ll 月29 日の チ ュ
ー トリ

ァ ル で 報告 した もの を 再構成 した もの で あ る 。

　 日本学術 会議 （以 下 、 学術会議）は 、 平成 18

年 に 「声明　科学者の 行動規範 に つ い て 」 を公表

した 。
こ の 背景 に は 、 国内外で 続発 して い る科学

者 の 不正行為が マ ス コ ミ を賑 わ して い る こ と、そ

して 研究者を取 り巻 く環境の 変化 、すな わ ち、競

争 的資金等 の 獲得競争 の 激化、任期制 ポス トの 増

加 そ して 短 期的な研究成果が 求め られ て い る こ と

が ある。大学 ・学協会な どへ の ア ン ケー ト調査で

は 、 1，323組織の うち 12．4 ％ が 何らか の 不正 行為

の 疑義が 組織 内で 問題 に な っ た として い る （日本

学術会議、2007）。

　声明の 中で 学術会議が あげた 科学者の 行動規範

は、  科学者の 責任、  科学者 の 行動、  自己 の

研鑽、  説明 と公 開、  研究活動、  研究環境 の

整備、  法令 の 遵守、  研究対象な どへ の 配慮、

  他 者 と の 関係、  差別 の 排 除、  利益 相反 の

11で あ る （日本学術 会議　2007 ）。

　こ の 行動規範の 自立的実現 を 目指す た め に 、研

究者 お よび関連 す る組織が 行 うべ き行動 と して 、

  組織の 運営 に当た る者 の 責任 、  研究倫理教育

の 必要性、  研究 グル ープの 留意点、  研究プ ロ

セ ス に お け る留意点 、   研究上 の 不正行為等 へ の

対応、  自己点検 シ ス テ ム の 確i立 の 6点 を あ げて

い る （日本学術会議 　2007 ）。

　特 に、学協会が行 うべ き主要 な行動 は、  組織

の 運営に あた る もの の 責任 として 、 倫理綱領 な ど

の 作成や学会員へ の 周知や遵守 の 徹底 お よび研究

倫理 ・不正 行為 に 対す る制度 ・体制の 整備、  研

究倫理 教育の 必 要性 として 、学会 に お い て も積極

的 に 対応す る必要性 、  研 究上 の 不正行為等 へ の

対応 として 、 不正行為 の 申立 ・相談 の 窓凵 の 設置、

申立 人 へ の 配慮 、不 正 行為 へ の 厳正な対処 とい っ

た 制度の 確立 と運用 が、特 に あげられ る。

　それで は、  お よび  に つ い て 、 学協会の 現状

を学術会議の 調 査 （日本 学術 会議、2007 ）か ら
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み る と、学協会 （学術会議の協力研究団体 ）610

団体 に お い て 、  の 倫理綱領作成に つ い て は、制

定 また は作成 して い る団体 は 15％ に過 ぎず 、 検

討中が 38 ％ 、 制定す る予定は な い が 44 ％ と4割 を

超 えて い る。さ らに 、研 究倫理 に 関わる常置委員

会の 設 置に つ い て は
、 設置 して い る が 12 ％ で あ

り、 検討 中が 7 ％ で 、設置 し て い な い は 8割 を超

え て い る。  の 不正行為等の 疑義申立の 組織 ・手

続 きに っ い て も、決 めて い るが 14 ％ で 検討 中が

10％ 、決 め て い な い が 75％ と3／4に達 して い る。

こ の よ うに 日本 の 学協会に お い て は 行動規範 の 自

立 実現 はか な り遅れ て い る の で はな い か と思 われ

る 。

3 ，学協会の 倫理 綱領 ・行動規範

　　　　　 一
（社）日本都市計画学会 の 事例 一

　すで に、倫理綱領 ・行動規範 を制定 して い る学

協会で 、筆者が制定 に 関わ っ た （社） 日本都市計

画学会 （以下、都計学会）の 倫理綱領 、行動規範

を紹介 す る 。 都計 学会 が 、策定 した背景 に は 、

2001年 に 都計学会設立 50周年を迎 え た こ と、21

世紀 に突入 した こ と、そ して 高度情報社会 に お け

るデジ タル データの 取 り扱 い の 問題 、JABEE へ

の 対応 、 公 共性に 関わ る社団法人改革の 波が 押 し

寄せ て きた こ とが あ り、不 正行為 が必 ず しも増大

し て い る と言 うわ け で は な い が、 21 世紀で の 都

計学会 の 方 向性 を示 す 「日本都市計 画学会 ・21

世紀 ビ ジ ョ ン
ー

新 時代 に お け る創造 と展 開」 と し

て 作成 された （21 世紀学会 ビジ ョ ン 特別委員会、

2003）。

　 こ の ビジ ョ ン で は 、 1990 年代後半 に 制定 され

て い る 「21 世紀都 市計画 ビ ジ ョ ン 」 の 基本認識

の もと、6つ の 基本理念 と都計学会の 目標 を掲げ 、

そ の達成の た め に 学会員の 共通 の 認識 と都計学会

の 使命 な どを倫理綱領 として 定 め、それに 基づ く

学会員が 遵守すべ き行動規範を定 め て い る。そ し

て、21世紀 に 進 めて い く4つ の重 点的取 り組み と

10の具体的方策が定 め られて い る．

チ ュ
ート リア ル

ー
研究者 の 学術活動 に 関す る倫理

　 こ こ で は、倫理綱領 と行動規範 を紹介す る 。 ま

ず 、 倫理 綱領 は 「日本都市計画学会 は、各地域が

有す る固有の 歴史、文化 を尊重す る とともに 、都

市計画が もつ 公共性 を認識 し、都 市 をつ くり又 は

育む 多 くの 人 々 と連携 して 、 自然環境 と調和 し
、

持続 的に 発展 し うる都市の 実現 に 貢献す る こ とを

使命 とす る 」 （21 世紀学会 ビ ジ ョ ン 特別 委員会、

2003 ） とな っ て お り、必 ず しも不正行 為 な ど に

関す る こ とを具体的に記述 して い るわ け で は な い

が 、学会員が都市計画 に 関わ る共通認識 を持 つ 上

で は 重要な もの で ある。

　 行動規 範 は、 6 つ の 項 目か ら成 り立 っ て い る

（21 世紀学会 ビジ ョ ン 特別委員会、2003）。

  豊か で個性の あ る都市 の 暮 ら しを実現す る た

　　め に 、都市の 創造、再生、保全 な ど、あ らゆ

　　る場面 に お い て 自らの 能 力を活用 し、貢献す

　　る こ とを 目指 す。

  都市 を とりま く自然環境、歴 史環境 を尊重す

　　る と ともに 、資源の 有 限性 を認識 し、環境に

　　与 え る負荷の 低減 に努め る。

  都市 に 関する多様 な価値観 の 存在 を認め 、都

　　市づ くりに 関わ る多様 な 人び と との 連携 を図

　 　 る a

  都市計画 が有す る公共性 を尊重 し、発言、行

　　動す る よ う努 め る 。

 

 

自 らの 専 門分野 に お い て 成 果を公 表す るな ど

情報発信 に 努 め る とともに 、会員相互 は も と

よ り国の 内外を含め 関連す る他の 専門分野の

人 との協力 を惜 しまな い
。

自 らの 専 門能力の 向上や研究 に 励 む こ と は も

とよ り、 自己 の 知識、経験 を活か し人材の 育

成 に努 め る。

　前述の ll あ る学術会議 の 行動規 範 と対応 させ

る と、都 計学会  お よ び   は 、学術会議  の 科学

者の 責任に 対応す る。都計学会  は 、学術会議 

の 研究対象な どへ の 配慮、  の 利益相反に 対応す

る。都計学会  は、学術会議  の 説明 と公 開お よ

び  に 対応す る e 都計学会   は、学術会議   の 科

学者の 行動 よ  の 説明 と公開 に対応す る。都計学

37

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　for 　Soolal 　工nformatlos

会  は、学術会議  の 自己 の 研鑽に対応す る。

　都 計学会 の 行動規範 に な い 学術鍵 の行 動規範

は、  研究活動、  研究環境 の 整備、  法令遵守 、

  他者 との 関係で あ り、 こ れ らは 、
い ずれ も 「科

学者性 善説 」 に 立 て ば、都計学会 に お い て 特に 明

文化す る必 要の な い も の と考 え られ る もの で あ

る。 しか しな が ら、学術 会議 の 行動規範に 従 っ て
、

こ れ らも明 文化 して 都計学会 の 行動規範 とす る こ

とが 、必要な の で は な い か と考 え られる 。
い ずれ

にせ よ、学協会は、学協会構成員の 学術活動に お

い て 、それ ぞれ の 学協会 に適 した倫理 綱領 とそれ

に 基づ く行動規範 を、学術会議 の 声明に 準拠 した

形で整備す る こ とが必要 とい え る 。

4 ．不正 行為

　学術会議 は不正行為 を 「広義に 関す るな らば、

科学的研究 目的、計画、遂行 、成果 に 関わ るすべ

て の 過程 にお い て 、科学者の 行為を律す る公 式 ・

非公式 の規範か らの逸脱で あ る」 と広義 に定義 し

て お り、狭 義に は以下 の 3行為 を科学上の 不正行

為 と して い る （科学倫理 検討委員会、2007）。

  捏造 ：研究 を提案、実施、報告する前 に 、デ

　　
ー

タや 実験 あ る い は そ の 他 の 重要 な情報で っ

　 　ち上 げる こ と。

  　改竄 ： データや実験 あ るい はその 他の 重要な

　 情報 、
た とえ ば研究者 の 資格や業績な ど を変

　 　えた り偽 っ た りす る こ と。

  盗用 ： 他の 人の 仕事ある い は ア イデ ア を、自

　 分の もの で ある と主張す る こ と，

　 「は じめ に 」 の と こ ろ で 触れ た高温超伝導の 研

究の 不正行為 は、主 として  に 関す る もの で あ り、

ES 細胞 の 研 究の 不正 行為 は 、主 と し て   に 関す

る もの で ある とい える 。

　 こ の 3行為以外 に 、不正行為 と判定す る こ とは

困難 な場合 もあ るが 、 次の 8行為 に つ い て も不正

行為 と して 科学倫理検 討委員会 （2007 ）はあ げ

て い る の で 、合 わ せ て llの 不正行為 と して紹介

する。

  　デ
ー

タ の 捏造

  データの 改竄 （矛盾デー
タの 恣意的削除）

  　研究成果やア イデア の盗用、論文の 剽窃

  不適 正 な オ
ー

サ
ー

シ ッ プ

  　個人情報の 不適切 な扱 い 、プライ バ シ ー
の 侵

　　害

  研究資金の 不正使用

  論文の 多重投稿

  　研究成果の 紹介 や研究費申請にお け る過大表

　　現

  研究環境での ハ ラス メ ン ト

  　研究資金提供者 の 圧力 に よ る、研究方法や成

　　果の 変更

  利益相反

　学術会議 の 調査 （日本学術会議 、2007 ）に よ

る学 協 会 の 不 正 行 為 は 、 610 団体 中 102 団 体

（16．7％）が 126件 の 不正 行為の 疑義を問題 と し

て い る。1団体当た り1．24 件 となる。図 1 に 示す

よ うに、件数 の 最 も高 い も の は、  論文の 多重 投

稿 で あ り、67件 （53．2％） と半 数を超 えて い る。

続 い て   研 究 の 盗 用 ・論 文 の 剽 窃 の 23 件

（18．3％）で 、他は 10 ％以下 とな っ て い る 。

　 問題 とな っ た不正 行為が認定 され た割合は 、 図

2 に示す とお りで あ る 。 や は り  論文多重投稿で

は 67 件中47件 （70．1％ ）が 不正行為で ある と認

定され て い る 。   研究 の 盗用 ・論文 の 剽窃 で は
、

23 件 中 16 件 （69 。6％ ） と同程度の 認定 で あ る 。

  デー
タ の 改竄 ・偽造 は 100 ％ の 認 定で 、2件 と

件 数が少 ない が 2件 とも不正 行為 と して 認定 され

て い る、
一方 、  デー

タ の 捏造 は 9件 中わずか 1

件 （ILI ％ ） しか認 定 され て は お らず、捏造 さ

れ る とな る と不正行為 と見抜 くの は困難で ある こ

とを示 して い る。

　それ で は
、

こ の よ うな不正行為 は 、学協会が 制

定 する倫理綱領 や行動規範の 遵守を周知 させ る こ

とで 消滅 に 導 くこ とが で きるの か と い っ た点が課

題 に なる。こ の ような不正 行為 には意図的に 行わ

れ る場合 と不正行為 とは意識せ ずに 行われ る場合

が あ る 。
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チ ュ
ート リア ル

ー
研究者 の学術活動 に 関す る倫理

　　　 図 1　 不 正行為の 種類別件数

注 ： （日本学術会議、 2007）の参考7、表
一6より作成

　意図的 ・確信 的に 不正行為 が行 われ れ ば、 い く

ら倫理綱領 ・行動規範が あ っ て もそれ を遵守 しな

い の で 、当事者 に は無 意味で あ る と い え る 。
こ れ

は 、当事者 の 人格 的な要素 に よる と こ ろ が 大 きい

と言 え る の で 意図的 ・確信的 な不正行為は 阻止 す

る こ とが で きな い
。 例 えば 、 学協会 の 投稿論文の

査読 に あた っ て 、データ の 捏造や 改竄 を査読者 が

発見す る こ とは不 可能に 近 い と い える。

　
一

方、単 なる間違 い ・ミス 、また、当事者 の 不

十分 な知識や個人 の 価値観な どか ら判断され た 論

文 な ど は 、当事者 は 不正行為で は な い と認識 し て

い る た め 、消滅 させ る こ とは困難で あ る 。 例 えば、

実験 データの 不適切な取 り扱 い 、他者 の 成果やデ

ー
タ の 利用 な どを行 うも の で あ るが、意 図的 に隠

そ うとは して い な い た め、査読の 段階で の 指摘 が

可能で あ り、当事者が 指摘に よ り不正 行為 に気 が

っ く。
こ れ らは、倫理綱領 ・行動規範を遵守 して

い て も出現す るもの で あ るた め 、 投稿論文の 査読

な どは 、 思 い こ みや 間違 ・ミ ス が あ るか も知れ な

い 研究 を精査す るよい 機会で ある 。

　 した が っ て 、 研究者は
、 正 直 ・正確 ・効率 ・客

観 を研究 に 対す る共有すべ き基本 的価値 （科学倫

理 検討委員会　 2007） と して 持 ち 、学術会議あ

る い は個別 の 学協会が定 め た倫 理綱領、行動規範

を遵守 して学術活動 を行 うこ とが求め られ る 。

　　　　 図 2　不正 行為の 認定 割合

注 ： （日本学術会議、2007）の参考7、表
一6より作成

5．引用

　引用 は 、 不正行為の   盗用 と密接 に関係 して い

る。意図的に 「他 の 人 の 仕事ある い は ア イデア を、

自分の もの で ある と主張す る」 こ とが 盗用で あ る

が
、 意図的で は な くとも結果的 に 引用 を明示 しな

けれ ば、盗用 とい う不正 行為 と見 な され る こ とに

な る 。

　著作権 法で は 引用が 次 の ように 規定され て い

る 。

　 「公 表 され た著作物 は 、引用 して 利用 す る こ と

　が で き る。 こ の 場合に お い て 、そ の 引用 は、公

　正 な慣行 に 合致 す る もの で あ り、か つ 、報 道、

　批評 、 研究 そ の 他 の 引用の 目的上 正 当な範囲内

　で行わ れ るもの で なけれ ぼな らな い 。

　 2　（省略）」 （著作権法第 32条）

　で は
、 ど の よ うな場合に 引用 が盗用 と い う不正

行為 として み な されな い か の条件 をあげる と、まず

は、引用 した 出所 を 明示す る こ とが あげ られ る 。
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こ れ に つ い て 、著作権法 で は次 の よ うに 規定 して

い る。

　 「次 の 各 捗に掲 げる場合 に は 、当該各号の 規定

　す る著作物の 出所 を 、 そ の複 製又 は利用 の 態様

　 に 応 じ合 理的 と認 め られ る 方法及 び程度 に よ

　 り、 明 示 しな けれ ばな らな い
。 （各 号省略）

　　 2　 前項 の 出所の 明示 に あた っ て は
、

こ れ に

　伴 い 著作者名が 明 らか に な る場合 及び 当該著作

　物 が無名 の もの で あ る場合を除 き、当該著作物

　 につ き表示 され て い る著作者 名を示 さなければ

　な らない
。 」 （著作権法第48 条）

　 すな わち、公 表 され た著作物 は 自由に 引用す る

こ とが で きるが 、 そ の 場合 に は、必 ず出所 を明 ら

か に しなけれ ば、盗用 とい う不止行為 に該 当す る

と判 断 され る こ と に な る 。

　 そ こ で 、どの よ うな条件 を満足すれ ば 引用 と し

て 適 IEか を法律編集者懇話会 （2000）が 7点あげ

て い る の で 、それ を紹介す る。

  　引用 と して 利用す る こ とが で き る 著作物 は 、

　　すで に 公表 され て い る もの で ある こ と。

  　その 引用が 公正 な慣習に 合致 する こ と。

  引用 の 方法 は、言語の 著作物で あれ ば、引用

　　文 をカ ギ括弧 で括 っ て表示 す るな ど、自己の

　　文 章 との 区分 を図る こ と （明瞭 区分性）。

  　 引用の 目的上、正当な範 囲で 行わ れ る こ と

　　（主従の 関係）。

  著作権法 第32 条 の 規定 に よ っ て 利 用 が 認め

　　られ る場合 に は 、著作物 を翻訳 して 引用す る

　　こ とが で き る （著作権法43 条 2号）。

  　 出所 （出典 ） を明示す る こ と （著作権法 48

　　条）。

  著作者は 、著作物 また は その 題号 に不本意な

　　改変が 加え られ る こ と の な い 権利を有す る こ

　　と （著作人格権 として の 同 性 の 保持権 ：著

　　作権法 20 条）。

　 当事者が 意図 しな い で 引用 し た文章な ど が 公表

され て 問題 とな る場合 は、研究論文以 外に も多数

あ る 。 新聞記事 に お い て も無断引用が あっ た りす

る u 当事者は 、調 べ る時間が なか っ た な ど の 言い

訳 をして い る が 、法令遵守の 号令 をか けて も消滅

しえな い 課題と い え る。学術研究 を行 う大学 その

もの で も法令遵守を しな い 無断引用 の 事例が、大

学 の 根本 をなす 「教育理念 」 で最近 あ っ た 。 「前

橋 1二科 大 の
「
教 育理念 」、岡山大 か ら無 断引用 」

（2008 年 Il 月26 日読売新聞 Web 版 ）で あ り学長

は 「（理 念作成で ）他大学の 例 を参考 に す る こ と

が あ る が 、作成者が 忙 し さ か ら引用 して しま っ た

と認識 して い る 」 と述べ て い る 記事で 、大学 内で

法令遵守が周知 され て い な い
一一

つ の 例 と して あげ

られ る。

6 ．学協会 の 投稿規定等

　学協会は 、不正行為 を排除す るため に 倫理綱領、

行動 規範を制定 し 、 周 知 に務 め て い る が、学 協会

構成員が 研究成果 を公表す る際 に 、不正行為 に は

該 当 しな い 論文を投稿す る よう、投稿規定 を定め

て い る。 こ こ で は 都計学会 の 事例 を紹介す る。

　都計 学会で は、21世紀 ビ ジ ョ ン に も とづ き投

稿規程を再編 した 。 その根本 をなすものが 査読論

文を掲載 する都市計画論文集 の 投稿お よび審査に

関す る倫理 規程で あ る 。
こ の 倫理 規程 は、  著者

の 義務、  学術 委員会の 責務 、  審 査の 公 平性 、

  査読者 の 責務、  学術委員 の 責務か ら構成 され

て い る （日本都市計画学会 HP 参照）。

　  著者 の 義務 に お い て は
、 研究論文 の 著者 は 、

オ リジ ナ リテ ィ の 確保、既往研究の レ ビ ュ
ー
、正

当な引用、誹謗中傷 の 排除、商業的 ・政治的 ・宗

教的意図 は な い こ とを論文作成 に 際 して 十分 に 考

慮す る こ とが求め られ て い る、 こ れ らは い ずれ も

「盗用 」 に 関す る もの とい え る 。 さ らに 、「オ
ー

サ

ー
シ ッ プ」 に も触れて お り、貢献 度が 最 も高 い 者

を主著者 とする こ と、共同著者は論文へ の 貢献 と、

論文 内容 に 共 同責任 を持つ こ と を求め て い る。

　
一

方、投稿され た研究論文を審査す る学術委員

会、学術委 員、査読者 それ ぞれ に公正 ・公 平な査

読 ・審査お よび手続 き をす る こ とを求め て い る。

　応募規程 に つ い て は、重要 な規定 と して、  重
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複応募の禁 止、   連続す る論文等 の 応募 の 禁止が

定 め られ て お り、また
、 既 発表で あ っ て も応募 で

き る範囲 が定 め られ て い る （凵本都市計 画学 会

HP 参照）。

　重複応募 は、図 1 に 示すよ うに 、学協会 の 話題

に な っ た 不 正行為で 半数を超 え て お り、そ の 7割

が不 正行為で あ る と認定 され て い る 。 都計学会 で

は 、学術 委貝会 の会告 をホ ーム ペ ージ に 掲載 し、

「重複 応募の 防止 は、最終 的 には投稿者の 倫理 に

依存す る」 （口本都市計画学会HP 参 照〉 と して学

会員 に注意 を喚起 して い る 。

　連続す る論文等 の 応募の 禁 止 は
、 即不 正行為 と

は な らな い が 、 「論文等 は、独 立性 を有 し、完結

性 の 高 い もの で あ る こ とが 前提 」 （日本都市計画

学会 HP 参照）で あ る の で 、 こ の よ うな禁止 規程

を遵守で きない こ とは 、不正行為 に もつ なが る も

の と して 考 え る こ とが で き る。

　一方、重複応募 と関係 するが、既発表で も応募

で きる範 囲を定 め て い る。それ は、 「著者 （共 同

著作者を含む ）が著作権 を有す る 、 あ る い は著作

権者か ら書面 に よ る許 uJ を得て い る等、応募す る

に際 して 支 障 の な い も の で あ り、 か つ 下記の 2項

目の 少な くとも1っ に 該当す る もの 。

　本学 会 （日本社会情報 学会 ：

は
、 投稿要綱で 、 重複応募の 禁止 は規定 され て い

る が 、連続す る論文等の 応募は 規 定 され て は い な

い 。既発表の 応募 に つ い て は望 ま しい 範囲 を示 し

て い るだ けで あ る。すなわ ち、重複応募の 禁止 は

「すで に他学会に投 稿 した もの を投稿 して は な ら

ない 。当学会に 投稿 した投稿原稿 は 、不採択の 場

合 を除 き、他学会に 投稿 して はな らな い 」 （日本

社会情報学会 （JASI）HP 参照） と して表 記 され て

い る。都計学会 の 場合 に は 「使用言語の 如何 に 関

1．全文審査を経て い な い もの

2 ．内部発表 された もの （紀要 ・卒業論文 ・修士

　 論文 ・博 t 論文 ・そ の 他）」 （日本都市計画学

　 会 HP 参照）で あ り、 これ に 該 当す る と認 め

　　られ た場合 に は 、応募が 受理 され る こ と に な

　 る 。

　　　　　　　　　　　　　　 jASD に お い て

チ ュ
ー

トリア ル
ー

研究者 の 学術活動 に 関す る倫理

わ らず 」 （口本都 市計画学会HP 参照） と い う文言

が あ る が 、JASI で は な い の で 、 こ の 点 が 問題に

な る 可能性を残 して い る。

　既 発表 の 応募 に つ い て は 、 「投稿原稿 は 、本会

の 主催 、共催 す る シ ン ポ ジウ ム 、講演会 、研究会、

分科会等で 旬表 した もの が 望 ま し い 」 （凵本社会

情報 学会（JASI ）HP 参 照） とな っ て お り、都計学

会 に 比 べ る と、曖昧 さを残 した もの とな っ て い る 。

7 ．お わ りに

　最近 、筆者が経験 した学協 会の 投稿規 定等に 反

す る よ うな事例 が 3つ あ る。 1つ は 連 続す る論文

等の 応募 に抵触 す る可能性の ある他学会の 査読論

文で あ る 。 当該学会 にお い て も投稿論文 は独 立、

完結 で あ る こ と を投 稿規 程 で 規定 し て い るが 、

「第1報」 （英文タイ トル で は 「first　report 」） とっ

けた タイ トル で 投稿 ・査読 され た もの で ある。こ

れ は、学術委員会 ・査読者が きちん と対応す れ ば

よか っ た もの で 、 学会の 体制 の 問題 とい える 。

　 1つ は 、時を置か ず して 発表 された 二 つ の 論文

に 関す る も の で あ り、 先 に 公 表され た 論文 （紀要

発表〉と後に 公 表 さ れ た論文 （学会査読論文）の

関係で あ る。 こ の 関係 に は、二 重投稿が疑 われ る、

盗作が疑 われ る、オー
サ

ーシ ッ プ が 疑わ れ る 、出

所の 明示が 疑われ る こ とが 問題 と して あ げ られ る

もの で 、意図的に 行 っ た と思われ る共同著者の 責

任が 大 き い もの と い え る 。

　 1つ は、あ る学会 の 学位論文賞で 審 査 した博士

論文で あ り、数多 くの 図面を使用 して 論 を進め て

い る が
、 それ らの 図而に は 出所が 明 示 され て お ら

ず、著者が作成 した も の で は な い と思 われ る 図面

も多数存在 して い る。 こ れ は 、  盗用 に 抵触する

可能性が ある もの で 、指導す る教員の 責任 は大 き

い もの と考 え られ る 。

　研究者の 学術活動は 、それ を取 り巻 く環境の 変

化、す なわ ち   競争的資金等の 獲得競争、  任期

制ポス トの 増加 、  短期 的な成 果の 要求に よ り、

成果を急 ぐあま りの 不正行為 が 目立 つ よ うに な っ
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て い る （日本学術会議、2007 ）、

　科学の 進歩 には研究成果の 公 表 とそれに基 づ く

議論が 必 要で あ り、

「
科学者性悪説 」 で は議論が

で きな くな っ て しまうこ とか ら、不正 行為を行 う

の で は な く、法 の 遵守 お よ び倫理 規 程 ・行 動 規

範 ・各種規程 の 遵守す る こ とで 、 「科学者性善説 」

は普遍的 とな り、学問 の 進歩に有益 な議論が積み

重ね られて い くこ とに なる。

　 「科学者性 善説 」 の 根底をなす科学者が共有す

べ き基本的価値観は、前述 の
「正直 、 正確 、 効率 、

客観 」 （科学倫理 検討委 員会　 2007 ）の 4点が あ

り、
こ れ らを念頭 に研究 を遂行 して い く こ とが 、

研究 者の と る べ き行動 とい え る。

　最後 に 、本論 を読 まれ た 学会会員に は、研究者

と して の 心構 えを再確認す る意味で
「科学を志す

人 びとへ
」 （科学倫理 検討委員会、2007）を読ま

れ る こ とを薦 め る。
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